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【
評
者
】
岡
本
健 

 

一 

本
書
の
概
要
と
著
者
の
来
歴 

  

本
書
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す

る
様
々
な
事
例
に
つ
い
て
、
既
往
の
研
究
成
果
を

用
い
つ
つ
、
そ
れ
ら
の
事
例
に
関
し
て
分
析
・
検

討
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
経
済
地
理

学
、
文
化
地
理
学
を
専
門
と
し
て
い
る
増
淵
敏
之

氏
で
あ
る
。
氏
は
、
二
〇
一
〇
年
九
月
現
在
、
法

政
大
学
大
学
院
政
策
創
造
研
究
科
の
教
授
で
あ
る

が
、
本
書
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
放
送
番

組
や
音
楽
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作
に
携
わ
っ
て
き
た

経
歴
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
価
値
を
生

む
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
と
し
て
マ
ン
ガ
を
と
ら
え
、

産
業
創
出
と
創
造
的
地
域
形
成
へ
の
可
能
性
を
考

え
る
「
北
海
道
マ
ン
ガ
研
究
会
」
の
代
表
も
務
め

て
い
る
１

。
こ
の
よ
う
に
、
著
者
は
、
実
務
、
研

究
の
両
面
か
ら
長
年
に
渡
っ
て
コ
ン
テ
ン
ツ
と
地

域
振
興
に
つ
い
て
関
わ
っ
て
い
る
。
本
書
は
、
そ

の
よ
う
な
著
者
に
よ
る
、
コ
ン
テ
ン
ツ
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
入
門
書
で
あ
る
。 

二 

コ
ン
テ
ン
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
践
と
研
究 

  

昨
今
、コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
た
観
光
振
興
や
、

コ
ン
テ
ン
ツ
を
旅
行
動
機
と
し
た
旅
行
行
動
が
盛

ん
に
行
わ
れ
、
そ
れ
と
と
も
に
、
研
究
も
な
さ
れ

始
め
て
い
る
。 

 

境
港
市
の
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
経
済
的
な
成

功
や
、
コ
ン
テ
ン
ツ
文
化
史
学
会
で
も
議
論
が
な

さ
れ
て
い
る
「
聖
地
巡
礼
」
と
、
そ
れ
に
と
も
な

っ
て
行
わ
れ
て
い
る
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
鷲
宮
町

（
現
久
喜
市
）
や
、
滋
賀
県
犬
上
郡
豊
郷
町
な
ど

の
地
域
振
興
、
映
画
「
ラ
ブ
・
レ
タ
ー
」
に
よ
っ

て
韓
国
・
台
湾
か
ら
小
樽
・
函
館
へ
の
観
光
客
が

増
加
し
、
映
画
「
狙
っ
た
恋
の
落
と
し
方
」
で
中

国
か
ら
道
東
に
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
現

象
、
ニ
ン
テ
ン
ド
ー
Ｄ
Ｓ
用
ソ
フ
ト
「
ラ
ブ
プ
ラ

ス
＋
」
に
よ
る
熱
海
へ
の
誘
客
、
な
ど
、
枚
挙
に

い
と
ま
が
な
い
。
も
ち
ろ
ん
以
前
か
ら
、
大
河
ド

ラ
マ
、NHK

朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
な
ど
に
関
す

る
旅
行
行
動
や
観
光
振
興
は
行
わ
れ
て
き
た
が
、

近
年
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
と
デ
ジ
タ
ル
化

技
術
の
発
展
に
よ
り
、
以
前
と
比
べ
て
コ
ン
テ
ン

ツ
の
流
通
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
ま
た
、
コ
ン

書
評 

物
語
を
旅
す
る
ひ
と
び
と 

コ
ン
テ
ン
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
何
か 

増
淵
敏
之
著 

彩
流
社
、
二
〇
一
〇 
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テ
ン
ツ
の
創
造
が
容
易
に
な
っ
た
。
Ｃ
Ｇ
Ｍ

（C
o
n
s
u
m
e
r
 G
e
n
e
r
a
t
e
d
 M
e
d
i
a

）と
呼
ば
れ
る
、

消
費
者
が
コ
ン
テ
ン
ツ
を
創
り
出
す
現
象
も
見
ら

れ
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
形
態
に
も
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
た
め
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。 

 

す
で
に
、
映
画
や
ド
ラ
マ
、
ア
ニ
メ
、
な
ど
の

コ
ン
テ
ン
ツ
の
分
野
ご
と
、
事
例
ご
と
に
観
光
と

の
関
わ
り
に
着
目
し
た
研
究
は
存
在
す
る
も
の
の
、

コ
ン
テ
ン
ツ
全
体
に
つ
い
て
系
統
立
て
て
研
究
し

た
も
の
や
、
コ
ン
テ
ン
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
方
法

論
や
理
論
枠
組
み
を
示
し
た
も
の
は
少
な
い
状
態

で
あ
る
。
注
目
度
や
必
要
性
は
高
い
が
、
ま
だ
ま

だ
理
論
化
の
途
上
に
あ
る
分
野
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

本
書
は
、
こ
う
し
た
現
状
で
、
様
々
な
コ
ン
テ

ン
ツ
作
品
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
事
象
を
、
先

行
文
献
の
レ
ビ
ュ
ー
を
し
つ
つ
、
数
多
く
取
り
上

げ
、
独
自
調
査
も
加
え
て
整
理
し
て
見
せ
た
意
欲

作
で
あ
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
に

関
す
る
ま
と
ま
っ
た
書
籍
と
し
て
は
お
そ
ら
く
本

邦
初
で
あ
ろ
う
。
初
学
者
や
、
当
該
分
野
に
興
味

を
持
つ
他
分
野
の
研
究
者
に
と
っ
て
非
常
に
有
用

な
書
籍
で
あ
る
。 

三 

本
書
の
内
容 

 

本
書
の
内
容
を
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、

目
次
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

 

第
一
章 

コ
ン
テ
ン
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
何

か
？ 

 

第
二
章 

コ
ン
テ
ン
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
歴
史 

 

第
三
章 

『
北
の
国
か
ら
』
の
魅
力 

 

第
四
章 

大
河
ド
ラ
マ
の
魅
力 

 

第
五
章 

韓
流
ド
ラ
マ
『
冬
の
ソ
ナ
タ
』
の
魅

力 

 

第
六
章 

「
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
」
が
で
き
た

理
由 

 
第
七
章 

『
ら
き
☆
す
た
』
の
魅
力 

第
八
章 

司
馬
遼
太
郎
と
藤
沢
周
平 

 

第
九
章 
コ
ン
テ
ン
ツ
が
つ
く
る
イ
メ
ー
ジ 

 

第
十
章 
ご
当
地
ソ
ン
グ
の
ツ
ー
リ
ズ
ム 

 

第
十
一
章 

吉
田
修
一
を
歩
く 

  

第
一
章
で
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

定
義
、
先
行
研
究
を
簡
単
に
ま
と
め
、
地
域
や
旅

行
者
の
意
識
や
地
域
イ
メ
ー
ジ
の
現
況
を
整
理
し
、

コ
ン
テ
ン
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
地
域
活
性
化
に
果

た
す
意
義
を
述
べ
て
い
る
。 

 

第
二
章
で
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

起
源
と
し
て
、
歌
枕
を
挙
げ
、
そ
の
後
、
内
外
の

様
々
な
旅
行
行
動
を
列
挙
し
て
い
る
。
神
社
仏
閣

巡
り
、
小
説
、
映
画
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
番
組
、
ド

ラ
マ
な
ど
を
動
機
と
し
た
旅
行
行
動
を
概
観
し
て

い
る
。 

 

第
三
章
か
ら
は
事
例
紹
介
と
な
っ
て
い
る
。
目

次
を
見
て
も
分
か
る
通
り
、
小
説
、
マ
ン
ガ
、
ド

ラ
マ
、
ア
ニ
メ
を
は
じ
め
と
し
て
、歌
も
含
め
て
、

様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
す
る
事
例
を
紹
介
し
て

い
る
。
章
の
タ
イ
ト
ル
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

作
品
以
外
に
も
関
連
す
る
事
例
を
多
数
紹
介
し
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
第
七
章
で
は
、「
ら
き
☆
す
た
」

の
他
に
、「tru

e tea
rs

」「
か
ん
な
ぎ
」「
サ
マ
ー

ウ
ォ
ー
ズ
」
や
秋
田
県
羽
後
町
の
美
少
女
イ
ラ
ス

ト
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
な
ど
に
触
れ
て
い
る
。
ま

た
、
場
所
を
一
か
所
に
絞
り
、
そ
の
土
地
の
イ
メ

ー
ジ
が
様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う

に
作
り
上
げ
ら
れ
て
来
た
か
を
分
析
し
た
章
も
あ

る
。 

 

た
だ
、
読
者
、
と
り
わ
け
初
学
者
に
留
意
し
て

ほ
し
い
点
と
し
て
以
下
の
二
点
が
あ
る
。
一
つ
は
、
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本
書
で
書
か
れ
て
い
る
事
例
の
中
に
は
二
次
資
料

か
ら
の
引
用
に
よ
る
記
述
が
多
い
事
例
が
あ
る
こ

と
だ
。
一
つ
は
、
本
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
は
い

な
い
同
一
の
事
例
を
扱
っ
た
研
究
も
多
々
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
本
分
野
は
現
在
進
行

形
で
盛
ん
に
実
践
や
研
究
が
進
ん
で
お
り
、
固
有

の
研
究
領
域
も
定
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
幅
広
い

情
報
収
集
が
必
要
で
あ
る
。
是
非
と
も
、
よ
く
文

献
を
探
し
、
研
究
者
と
交
流
し
、
丹
念
に
現
地
調

査
を
実
施
し
て
見
識
を
深
め
、
研
究
成
果
を
世
に

問
う
て
欲
し
い
。 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

 

本
書
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
調
査

と
し
て
、
二
〇
〇
九
年
に
著
者
が
旅
の
販
促
研
究

所
に
協
力
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
デ
ー

タ
を
収
集
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
あ
る
。
こ
の

結
果
の
中
で
個
人
的
に
大
変
興
味
深
い
の
が
、
Ｑ

１
の
「
次
の
作
品
う
ち
２

、
そ
の
舞
台
を
訪
れ
た

い
も
の
を
教
え
て
下
さ
い
」
と
い
う
問
い
の
結
果

で
あ
る
。
三
五
九
人
の
回
答
者
の
う
ち
八
人
が
「
ら

き
☆
す
た
」
を
選
択
し
て
い
る
の
で
あ
る
３

。
割

合
に
し
て
二
％
で
あ
る
が
、「
ら
き
☆
す
た
」
と
い

う
、
ニ
ッ
チ
な
作
品
の
舞
台
を
訪
れ
た
い
人
が
一

定
数
い
る
こ
と
の
証
左
と
な
ろ
う
。
評
者
が
学
会

な
ど
で
「
ら
き
☆
す
た
」
の
舞
台
で
あ
る
鷲
宮
町

の
ま
ち
お
こ
し
に
つ
い
て
発
表
し
て
受
け
る
指
摘

の
中
に
、「
作
品
が
マ
イ
ナ
ー
な
た
め
、
旅
行
者
が

少
な
す
ぎ
て
、
大
き
な
利
益
に
結
び
つ
か
な
い
だ

ろ
う
し
、
短
期
的
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
で
終
わ
る
の

で
は
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、
こ
の
調
査
結
果

が
正
し
け
れ
ば
、
事
は
そ
う
単
純
で
は
無
い
よ
う

だ
。 本

調
査
で
は
、
日
本
人
の
国
内
旅
行
に
絞
っ
て

調
査
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
回
答
が
選
択
式
で
あ

る
た
め
、
無
回
答
が
極
め
て
多
く
な
っ
て
い
る
。

今
後
類
似
の
調
査
を
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て

大
規
模
に
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま

た
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
動
機
と
し
た
日
本
人
の
海
外

旅
行
（
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
）
や
諸
外
国
か
ら
の
日

本
旅
行
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）
に
関
す
る
調
査
も
充

実
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。 

 

本
書
は
、
と
も
す
れ
ば
、「
映
像
に
よ
っ
て
観
光

客
を
呼
ぶ
短
期
的
な
観
光
振
興
」
と
い
う
極
め
て

狭
い
分
野
と
し
て
見
ら
れ
が
ち
な
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
範
囲
を
歌
枕
、
歌
、
小
説
、

ド
ラ
マ
、
映
画
、
マ
ン
ガ
、
ア
ニ
メ
な
ど
に
拡
張

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
研
究
領
域
の
幅
広
さ
や
奥

行
き
の
深
さ
を
提
示
し
て
見
せ
た
点
で
評
価
で
き

る
。
し
か
し
、
逆
に
言
う
と
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
定

義
が
曖
昧
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
コ
ン
テ
ン
ツ
は
そ
の
形
態
や
流
通
経
路
、

消
費
の
さ
れ
方
に
よ
っ
て
性
質
が
異
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
同
列
に
コ
ン

テ
ン
ツ
と
し
て
ま
と
め
て
語
る
こ
と
に
は
無
理
が

あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
現
在
の
コ
ン
テ
ン
ツ
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
の
現
状
を
非
常
に
よ
く
表
し
て

も
お
り
、
今
後
評
者
を
含
め
、
コ
ン
テ
ン
ツ
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
を
研
究
す
る
者
が
取
り
組
む
べ
き
課
題

と
し
て
本
書
が
提
起
し
て
く
れ
た
こ
と
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。 

 

本
書
に
つ
い
て
指
摘
す
べ
き
点
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
観
光
メ
デ
ィ
ア
論
に
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ

て
い
な
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
基
本
的
に
観
光
研

究
の
分
野
で
は
、
こ
れ
ま
で
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
、
映
画
、
ド
ラ
マ
、
小
説
等
に
つ
い
て
、
こ

れ
ら
を
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
る
メ
デ
ィ
ア
と
し

て
と
ら
え
、
様
々
な
知
見
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
４

。

こ
れ
ら
は
、「
コ
ン
テ
ン
ツ
」
と
い
う
新
た
な
言
葉

を
用
い
て
事
象
を
分
析
し
て
い
く
場
合
に
も
、
先

行
研
究
と
し
て
有
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
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後
、
こ
の
分
析
視
角
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
い
く

べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

四 

コ
ン
テ
ン
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
の
今
後 

  

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
本
書
は
、
コ
ン

テ
ン
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
の
可
能
性
を
示
し
た

書
籍
で
あ
る
。
筆
者
は
本
書
の
あ
と
が
き
で
、
今

後
の
コ
ン
テ
ン
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
で
重
要
な

点
と
し
て
、
失
敗
事
例
を
含
め
て
様
々
な
事
例
研

究
が
増
え
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
５

。
確
か
に
こ

の
方
向
性
は
重
要
で
あ
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
研
究
は
、
ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
と
言

え
、
新
た
な
取
組
み
が
次
々
と
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
詳
細
な
現
地
調
査
や
実
証
デ
ー
タ
に

基
づ
い
た
事
例
研
究
、
方
法
論
の
提
示
が
望
ま
れ

る
。 実

際
、
現
在
様
々
な
方
向
性
で
、
関
連
す
る
論

考
が
盛
ん
に
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
部
を
挙
げ

る
と
、
歴
史
学
的
に
コ
ン
テ
ン
ツ
と
場
所
の
関
わ

り
を
分
析
し
た
も
の
６

、
宗
教
社
会
学
的
に
コ
ン

テ
ン
ツ
の
聖
地
巡
礼
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ

か
を
分
析
し
た
も
の
７

、
旅
行
行
動
研
究
か
ら
コ

ン
テ
ン
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
情
報
通
信
技
術
の
関

わ
り
を
分
析
し
た
も
の
８

、
認
知
心
理
学
的
に
観

光
動
機
と
な
る
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
分
析
手
法

の
検
討
を
行
っ
た
も
の
９

、
文
化
政
策
論
か
ら
フ

ィ
ル
ム
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
し
て
議
論
を
展
開
し

て
い
る
も
の
１
０

、
な
ど
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
事
例
研
究
や
方
法
論
の
提
示
に
加
え

て
、
今
後
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
の
概
念
構
築
で
あ
ろ
う
。
こ
の

研
究
分
野
を
、
た
だ
事
例
を
集
積
す
る
だ
け
の
も

の
に
し
な
い
た
め
に
は
、
様
々
な
結
果
を
位
置
づ

け
る
研
究
枠
組
み
が
必
要
と
な
る
１
１

。 

コ
ン
テ
ン
ツ
文
化
史
学
会
で
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ

文
化
の
歴
史
的
な
分
析
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
事
例
を

歴
史
的
に
積
み
上
げ
る
際
、
そ
し
て
研
究
枠
組
み

を
構
築
す
る
際
、
重
要
な
視
点
と
な
る
。
今
後
、

本
学
会
に
お
い
て
コ
ン
テ
ン
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

関
す
る
様
々
な
知
見
が
蓄
積
さ
れ
、
活
発
な
議
論

が
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

                                        

          

 

１ 

『
北
海
道
マ
ン
ガ
研
究
会
』
に
つ
い
て
は
、
以

下
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
た
。

h
ttp

://h
o
k

k
a

id
o
-m

a
n

g
a

.jp
/  

(d
o
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n
lo

a
d

e
d

 

a
t 2

0
1

0
.0

8
.3

1
) 

２ 

本
文
マ
マ 

３ 

本
文
二
十
四
ペ
ー
ジ
の
表
２
を
参
照
。
な
ぜ
か

本
文
中
で
は
「
『
ら
き
☆
す
た
』
も
僅
か
一
人
だ
が

挙
げ
て
お
り
」
と
な
っ
て
お
り
、
表
の
結
果
と
は

食
い
違
う
。 

４ 

た
と
え
ば
、
中
谷
哲
弥
（
二
〇
〇
七
）（
「
フ
ィ

ル
ム
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
一
考
察
―
「
観
光

地
イ
メ
ー
ジ
」
の
構
築
と
観
光
経
験
を
め
ぐ
っ
て

―
」『
奈
良
県
立
大
学
「
研
究
季
報
」』
第
一
八
巻
、

第
一
・
二
合
併
号
）
、
遠
藤
英
樹
（
二
〇
〇
四
）（「
観

光
空
間
・
知
覚
・
メ
デ
ィ
ア
を
め
ぐ
る
新
た
な
社

会
理
論
へ
の
展
開
」
『「
観
光
の
ま
な
ざ
し
」
の
転

回
』）
な
ど
が
あ
る
。 

５ 

本
文
二
一
四
ペ
ー
ジ 

６ 

玉
井
建
也(

二
〇
〇
九)

（「
聖
地
」
へ
と
至
る
尾

道
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
―
歌
枕
か
ら
『
か
み
ち

ゅ
！
』
へ
―
」『
コ
ン
テ
ン
ツ
文
化
史
研
究
』Vo

l.1

） 

お
よ
び
、
玉
井
建
也
（
二
〇
一
〇
）
（「
物
語
・
地

域
・
観
光
―
「
稲
生
物
怪
録
」
か
ら
『
朝
霧
の
巫

女
』、
そ
し
て
「
聖
地
巡
礼
」
へ
―
」
『
コ
ン
テ
ン

ツ
文
化
史
研
究
』V

o
l.3

）。 

７ 

佐
藤
善
之
（
二
〇
〇
九
）（「
オ
タ
ク
絵
馬
と
は

何
か 

―
宮
城
縣
護
國
神
社
の
絵
馬
調
査
結
果
と

そ
の
分
析
―
」
山
村
高
淑
・
岡
本
健
（
編
）『
次
世

代
ま
ち
お
こ
し
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
』C

A
T

S

叢
書, 
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第
四
号
）
や
、
今
井
信
治
（
二
〇
一
〇
）
（
「
コ
ン

テ
ン
ツ
が
も
た
ら
す
場
所
解
釈
の
変
容
―
埼
玉
県

鷲
宮
神
社
奉
納
絵
馬
比
較
分
析
を
中
心
に
―
」『
コ

ン
テ
ン
ツ
文
化
史
研
究
』V

o
l.3

）
な
ど
が
あ
る
。 

８ 

岡
本
健
（
二
〇
一
〇
）
「
コ
ン
テ
ン
ツ
・
イ
ン

デ
ュ
ー
ス
ト
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
―
コ
ン
テ
ン
ツ
か
ら

考
え
る
情
報
社
会
の
旅
行
行
動
―
」『
コ
ン
テ
ン
ツ

文
化
史
研
究
』V

o
l.3

 

９ 

嘉
幡
貴
至
（
二
〇
一
〇
）
「
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼

の
動
機
形
成
と
情
報
探
索
行
動
に
関
す
る
研
究
―

実
験
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
提
案
―
」
山
村
高
淑
・
岡

本
健
（
編
）『
次
世
代
ま
ち
お
こ
し
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
』

C
A

T
S

叢
書, 

第
四
号
。 

１
０ 

木
村
め
ぐ
み
（
二
〇
〇
九
）
（「
イ
ギ
リ
ス
映

画
産
業
の
地
域
・
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
と
の
連
携
―

フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
展
開
と
可
能
性
―
」

『
情
報
文
化
学
会
誌
』、
第
十
六
巻
、
第
一
号
）
お

よ
び
、
木
村
め
ぐ
み
（
二
〇
一
〇
）
（
「
フ
ィ
ル
ム

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
現
状
と
課
題
」
『
地
域
活
性
研

究
』V

o
l.1

）
。 

１
１ 

理
論
枠
組
み
構
築
の
試
み
と
し
て
は
、
岡
本

健(

二
〇
一
〇)(

「
コ
ン
テ
ン
ツ
と
旅
行
行
動
の
関

係
性 

―
コ
ン
テ
ン
ツ=

ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
枠
組

み
の
構
築
に
向
け
て
―
」『
観
光
・
余
暇
関
係
諸
学

会
共
同
大
会
学
術
論
文
集
』
第
二
号)

が
あ
る
。 


